



































































































































































































































































































































































第１章 異⽂化看護への道 第1章 ⼈間と⽂化
１． 看護⼈類学を定義しよう A ⽂化⼈類学における⽂化
２． 看護の⼈類学と看護における⼈類学 ① ⼈間であることと⽂化
３． 看護⼈類学⼩史 ② 「⼈種」と⺠俗と⽂化
４． 様々な看護⼈類学の領域 ③ 国家と⺠俗と⽂化
５． 看護⼈類学の近未来 B ⽂化の諸相
コラム ⽂化⼈類学と看護理論 ① モノと⽂化
第2章 いのちの諸相 ② 分類と⽂化
１． ⺠俗学の⾔葉の由来 C ⽂化⼈類学はどのような学問か
２． ⾒えない存在：ミンダナオ島ノ」ブキドノン ① 植⺠地の拡⼤と⽂化⼈類学の誕⽣
３． 「⽔の洗礼」の慣習 ② ⽂化相対主義と⽂化⼈類学
４． ロイヤルタッチ：国王が⾏った「⼿当による病気の治療」 ③ 研究⽅法
第3章 苦しみの諸相 D 現代社会と⽂化⼈類学の現在
１． 苦悩の体験の解釈と理解 ① 変化する⼈間社会と⽂化⼈類学の理論
２． がん告知の位相 ② グローバル化時代の個⼈と⽂化
３． 下痢と治療師 ﾐﾆﾚｸﾁｬｰ 遺伝学が明らかにする「⼈間とはなにか」
４． 名医の幽霊 進化論とその後の展開
第4章 出産にまつわる⽂化 応⽤⼈類学と実践⼈類学
１． ⽣殖に関する観念 第2章 ⽂化⼈類学と質的研究
２． 出産という⽂化 A 質的思考から質的研究へ
３． ケガレとしての出産 ① 質的思考の基層性
４． 通過儀礼としての出産 ② 質的研究とは
５． いろいろな産婆の姿 B ⽂化⼈類学とエスノグラフィー
６． 擬娩の⺠話 ① 質的研究の源流としてのエスノグラフィー
７． 避妊・堕胎・嬰児殺し ② エスノグラフィーとは
８． 近代社会と出産 ③ 質的研究の基礎教育としての⽂化⼈類学
コラム アイデンティティの謎 ④ エスノグラフィーの展開
第5章 ⽣殖補助技術時代における⼈間 C エスノグラフィーの現代的意義
１． セックスからジェンダーへ ① 「現場」をエスノグラフィーする
２． ジェンダーとしての男性の視点から ② 世界の⾒⽅をかえる
３． ⽣殖補助技術が常識的価値観を強固にしている ﾐﾆﾚｸﾁｬｰ マリノフスキーと「よそ者」であること
４． 神聖なる性交 ⾳律の標準化と⼤量⽣産⽅式
５． 愛の育児 第3章 個⼈・家族・コミュニティ
６． 親族の新しい分類 A 個⼈と社会
７． ⾎の原理 ① 個⼈という概念
８． ⽣殖補助技術社会のゆくえ ② 社会における個⼈
第6章 うんこの哲学 B 家族
１． 私の豚の哲学 ① 家族のなりたち
２． うんこの宇宙論 ② 現代社会と家族
３． 厠のフォークロア C 家族をこえたつながり 
４． 便所と⼦育て ① 親族
５． うんこを通しての⼈間解放：挫折型と開放型 ② コミュニティとボランタリー・アソシエーション
６． 排泄の⼈類学 ③ 国家









コラム 痛みがわかるとは？超難問を考える 第4章 ⼈⽣と通過儀礼
第8章 ⼼霊⼿術の道徳論 A 通過儀礼と境界理論
１． ⼼霊治療に道徳はあるのか？ ① 通過儀礼とはなにか
２． フィリピンの⼼霊⼿術 ② 通過儀礼と境界理論
３． 憑依霊と治療者のあいだーブラジルの事例 ③ ⾃然は本来かたちのないものである
４． ヒポクラテスによる異端審問ー⼼霊治療批判の原型 ④ なぜ節⽬が危険なのか
５． トリックとレトリックー⼼霊治療の護教論 B ライフサイクルと境界理論
６． モラルの時空間 ① ⼈間の⼀⽣とライフサイクル
コラム フィールドワーク経験からの教訓 ② なぜ誕⽣や死が危険視されるのか
第9章 近代医療の起源 C 儀礼の構造
１． 私たちが信じている医療が正しいと⾔える根拠は ① ファンネップと儀礼の構造
２． 近代医療はどこから始まるのか ② 誕⽣儀礼
３． 連続と不連続 ③ 成熟儀礼
４． 同時代医療という着想 ④ 結婚の儀礼
５． 同時代医療のあとにくるもの ⑤ 葬式
コラム ケアという贈与 D 通過儀礼とコミュニタス
第10章 感染症の隠喩 ① 過渡の局⾯の特徴
１． 〈ばい菌〉駆除法 ② 過渡の期間とコミュタス
２． メタファーの使い⽅ E なぜ通過儀礼を経なければ⼤⼈になれないのか
３． 意味関連の体液システム ① 個⼈にとってのライフサイクル
４． 感染の政治学/政治の感染学 ② 通過儀礼を経なければ、⼈は「⼤⼈」になることはできない
５． 感染症の⽂化的取り扱い⽅について ﾐﾆﾚｸﾁｬｰ 男⼥の境界とけがれ
第11章 病気と⼈⽣ 第５章 宗教と世界観
１． 去来する記憶 A ⽂化⼈類学と「宗教」
２． 記録が公刊されるまで ① 「宗教」を考える
３． 善意による舗装は地獄への道か？ ② ⽂化⼈類学の分析枠組みを通して宗教をみる
コラム 先住⺠にふりかかった悲劇 B ⽂化⼈類学と儀礼研究
第12章 苦悩の慣⽤句 ① 儀礼の定義と分類
１． ホモ・パティエンス（受苦的⼈間）： ② 儀礼と「伝統」
 中央アメリカのメスティーソ社会の⼈々の事例 C トランスナショナル時代における宗教と世界観
２． 苦悩の慣⽤句 ① トランスナショナル化が進む⽇本
３． 「神経」の意味論 ② 「宗教と世界観」研究と現代社会
４． 欲望と苦悩 ﾐﾆﾚｸﾁｬｰ 死者供養
５． 変貌する苦悩 写し霊場
６． 苦悩とわれわれ 第６章 健康・病気・医療
第13章 コミュニケーションと現場⼒ A 健康と⾝体
１． 医療通訳の仕事とは ① 健康の意味の⽂化多様性
２． 現場⼒ってなに？問いの背景にあるもの ② ⼈間の⾝体や⾝体経験の多様性
３． 社会的パワーとしての現場⼒：⼈は協働することでパワーを増す！ B 病気と治療
４． よい臨床コミュニケーションの道 ① 病気の経験が⽰す多様な現実
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５． うんこを通しての⼈間解放：挫折型と開放型 ② コミュニティとボランタリー・アソシエーション
６． 排泄の⼈類学 ③ 国家









コラム 痛みがわかるとは？超難問を考える 第4章 ⼈⽣と通過儀礼
第8章 ⼼霊⼿術の道徳論 A 通過儀礼と境界理論
１． ⼼霊治療に道徳はあるのか？ ① 通過儀礼とはなにか
２． フィリピンの⼼霊⼿術 ② 通過儀礼と境界理論
３． 憑依霊と治療者のあいだーブラジルの事例 ③ ⾃然は本来かたちのないものである
４． ヒポクラテスによる異端審問ー⼼霊治療批判の原型 ④ なぜ節⽬が危険なのか
５． トリックとレトリックー⼼霊治療の護教論 B ライフサイクルと境界理論
６． モラルの時空間 ① ⼈間の⼀⽣とライフサイクル
コラム フィールドワーク経験からの教訓 ② なぜ誕⽣や死が危険視されるのか
第9章 近代医療の起源 C 儀礼の構造
１． 私たちが信じてい 医療が正しいと⾔える根拠は ① ファンネップと儀礼の構造
２． 近代医療はどこから始まるのか ② 誕⽣儀礼
３． 連続と不連続 ③ 成熟儀礼
４． 同時代医療という着想 ④ 結婚の儀礼
５． 同時代医療のあとにくるもの ⑤ 葬式
コラム ケアという贈与 D 通過儀礼とコミュニタス
第10章 感染症の隠喩 ① 過渡の局⾯の特徴
１． 〈ばい菌〉駆除法 ② 過渡の期間とコミュタス
２． メタファーの使い⽅ E なぜ通過儀礼を経なければ⼤⼈になれないのか
３． 意味関連の体液システム ① 個⼈にとってのライフサイクル
４． 感染の政治学/政治の感染学 ② 通過儀礼を経なければ、⼈は「⼤⼈」になることはできない
５． 感染症の⽂化的取り扱い⽅について ﾐﾆﾚｸﾁｬｰ 男⼥の境界とけがれ
第11章 病気と⼈⽣ 第５章 宗教と世界観
１． 去来する記憶 A ⽂化⼈類学と「宗教」
２． 記録が公刊されるまで ① 「宗教」を考える
３． 善意による舗装は地獄への道か？ ② ⽂化⼈類学の分析枠組みを通して宗教をみる
コラム 先住⺠にふりかかった悲劇 B ⽂化⼈類学と儀礼研究
第12章 苦悩の慣⽤句 ① 儀礼の定義と分類
１． ホモ・パティエンス（受苦的⼈間）： ② 儀礼と「伝統」
 中央アメリカのメスティーソ社会の⼈々の事例 C トランスナショナル時代における宗教と世界観
２． 苦悩の慣⽤句 ① トランスナショナル化が進む⽇本
３． 「神経」の意味論 ② 「宗教と世界観」研究と現代社会
４． 欲望と苦悩 ﾐﾆﾚｸﾁｬｰ 死者供養
５． 変貌する苦悩 写し霊場
６． 苦悩とわれわれ 第６章 健康・病気・医療
第13章 コミュニケーションと現場⼒ A 健康と⾝体
１． 医療通訳の仕事とは ① 健康の意味の⽂化多様性
２． 現場⼒ってなに？問いの背景にあるもの ② ⼈間の⾝体や⾝体経験の多様性
３． 社会的パワーとしての現場⼒：⼈は協働することでパワーを増す！ B 病気と治療
４． よい臨床コミュニケーションの道 ① 病気の経験が⽰す多様な現実
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６． 苦悩とわれわれ 第６章 健康・病気・医療
第13章 コミュニケーションと現場⼒ A 健康と⾝体
１． 医療通訳の仕事とは ① 健康の意味の⽂化多様性
２． 現場⼒ってなに？問いの背景にあるもの ② ⼈間の⾝体や⾝体経験の多様性
３． 社会的パワーとしての現場⼒：⼈は協働することでパワーを増す！ B 病気と治療
４． よい臨床コミュニケーションの道 ① 病気の経験が⽰す多様な現実
コラム 「くつろぎ」からワークライフバランスまで ② 治療の実践を通して⽣成する思考と経験
池⽥光穂著：看護⼈類学 ⽂化書房博⽂社 2010年から引⽤ C 医療の体系
① 医療の⽂化的体系
② バイオメディスンの特徴と世界における影響⼒
③ グローバル社会における医療 実際
D 環境と健康
① 環境に対する⼈間の適応
② 遺伝的適応と不適応
③ ⽂化的適応と不適応
④ 環境のグローバル化がもたらす健康
ﾐﾆﾚｸﾁｬｰ WHO憲章の健康定義の改正案はなぜ否決されたのか
ヴードゥー死
クールー
マスク・パニック
第7章 ⼈間と死
A ⼈は死をどのようなものと考えてきたか
① 死の判定
② 医療と死
B ⼈の死と死体処理
① 死の成⽴
② 死体処理と⼈格の消失
C 死者儀礼
① 死がもたらす危険
② 死と不浄性
③ 祖先崇拝
④ 死と再⽣と⼥性の役割
D 現代における死の問題
① ⼤量死における。死者儀礼
② 現代社会における死と再⽣
③ 理想的な死
④ ディンカ王の死ー安楽死再考
ﾐﾆﾚｸﾁｬｰ 2種類の社会における死と「⼈格」の消失
⼈格と⾝体との関係
波平恵美⼦監修 系統看護学講座基礎分野⽂化⼈類学 2011年医学書院から
参考資料２ 看護に関連した⽂化⼈類学のテキストの⽬次
石岡　桂子

